
















研究目的 

最近の新生児医療の進歩はめざましく,死亡率の減少と後遺症なき生存(intact survival)

に大きな成果をあげている。しかしながら,新生児医療にはまだ未解決の問題も多く,さら

に新生児の生理および病理学的知見が進むとともに,新しい複雑な問題も提起されている。

この中で,日常診療上問題の多いテーマとして,Ⅰ.新生児・未熟児の呼吸循環に関する研究,

Ⅱ.新生児・未熟児の栄養に関する研究,Ⅲ.ビタミン K 欠乏性出血症の本態解明・予防に関

する研究,Ⅳ.新生児期・周産期の感染症に関する研究,Ⅴ.新生児期・周産期の低酸素症・

頭蓋内出血に関する研究,Ⅵ.高ビリルビン血症に関する研究の 6 課題を選び,これらの問

題に対して早急に対策を講じて解決することを目的として研究班が組織された。 

本年度は,最終年度であり,過去 3 年間の研究成果をふまえ,これら諸問題に対する治療・予

防対策の基準,指針を作成し,3 年間のまとめとした。 


